
まだまだ寒さが厳しい日々が続きま
すが、いかがお過ごしでしょうか。
雪が解け始め、路面がツルツル状

態となり、滑りやすくなっている場
所もあります。とても危険ですので、
お出かけの際には転倒や事故に十分
ご注意ください。

★今号のトピックス★

１ 花粉症の季節

２ 今号のきらり

３ 外来待ち時間・満足度調査の結果について



Q 経歴を教えてください
・昨年４月から、市立病院の看護師として、NICUで働いている、関麗羅です。苫小牧出身で、高校のころから、看
護師になりたいと思うようになり、苫小牧看護専門学校を経て、市立病院で働いています。

Q 市立病院の雰囲気や普段のお仕事は
・現在働いているNICUは、新生児の治療をしている病棟ですが、
働き始めるまで、赤ちゃんと接する機会があまりなかったので、
初めての事が多く、大変なこともありますが、退院されるときに、
赤ちゃんのお母さんから感謝されることも多く、やりがいを感じて
います。
職場の皆さんは、何かあったら率先して周りを手伝っていて、
一体感のある職場だなと思います。

Q 将来の目標は
・まだ１年目ですが、これから色々なことを経験して、いろんな分
野の知識を深めていきたいです。

Q 普段はいかが過ごしていますか
・休みの日は、友達や家族と出かけることもありますが、一人で
ゆっくりと過ごす時間もとても大切にしています。

今号のきらり

看護部 NICU
看護師 関 麗羅

看護部 NICU にて勤務されている看護師の関さ
んにお話を伺いました。

令和４年１２月１３日～１５日に「外来待ち時間・満足度調査」を実施しました。結果については、以下の表の
とおりです。

前回調査を実施した令和元年度よりも、総合的評価が高い数値となっていました。コロナ禍の中、ご不便を
おかけする場面も多いかと思いますが、当院の診療体制にご理解いただきまして、ありがとうございます。今
後もサービス向上に努めてまいりますので、よろしくお願いいたします。

R4 R1
満足 130 113

ほぼ満足 157 140

やや不満 17 20

不満 6 9

なし 60 59

平均点 81.29 79.08

総　合　的　評　価

※R2・R3は調査未実施

花粉症（季節性アレルギー性鼻炎）

原因となる花粉の飛ぶ季節にだけ症状があります。
日本では、約６０種類の植物が花粉症を引き起こすと報告されています。

【主なアレルゲン】

○ 春にはハンノキ、イチイ、シラカバなどの花粉が飛散します。
スギ花粉は道南では観測されますが、他の地域でもわずかながら観察されます。

○ 夏にはイネ科花粉などが飛散します。

○ 秋口にはヨモギなどの花粉が飛散します。

花粉は春から夏にかけて一番多く飛散します。

【症 状】

鼻の三大症状（くしゃみ、鼻水、鼻づまり）だけでなく、
目の症状（かゆみ、涙、充血など）を伴う場合が多く、
その他にのどのかゆみ、皮膚のかゆみ、下痢、熱っぽい感じなどの症状が現れることがあります。

【対策と予防】

花粉症を心配される方は、専門医（耳鼻咽喉科、アレルギー科）に相談し、予防的治療（抗アレル
ギー薬の投与）を行うと、花粉飛散シーズン中でも症状を軽減することができます。

花粉症の患者や花粉症を心配される方は治療を早めに始めること、花粉飛散期間はマスクや眼鏡を
用いて、花粉を取り込まないようにすることが、花粉症を予防する上で大切です。

花粉症は症状が現れる前から薬を服用することで、症状を抑えることができます。

吸入対策として外出時にマスクをすることも有効です。

花粉症とは、スギやヒノキなどの植物の花粉が原因となって、くしゃみ・
鼻水などのアレルギー症状を起こす病気です。季節性アレルギー性鼻炎とも
呼ばれています。


